女王の椅子二部本編

　　　　　　　　　　　　　　　　６
　夏休み最後の週は、いつも静かだ。元気よく走り回っていた子供たちも、遊び呆けた代償を机に向かって支払っているのだろう。昼を告げる学校のチャイムが、誰もいない校庭に鳴り響く。まるで、新学期の練習でもしているようだ。則之は、校舎の影に車を止めた。故郷の川に戻った鮭のように、彼は昔通った道を歩いて行った。その小学校は、校庭と公園が隣接していた。境目もなく誰でも入ることが出来た。木陰のベンチに座った則之は、新製品の携帯用補助食品を口に入れた。

「食うか」

　背後に美鶴が迫っていた。

「あれ、そっと近づいたのに」

　美鶴は、則之から固形ブイヨンのような食品を受け取って口に入れた。

「ちょっと食べにくいわね」

「それ一個で半日体が動く。高機能食品というわけや。それより、あの枯れた花のこと判ったか」

　山の家にあった花は、枯れた花ではなくケシのドライフラワーだった。だが、それは新種の花らしく、厚生省の資料にも無いものだった。

「だから、あの花をネタに捜索するのは無理があるわね」

「しかし、手がかりにはなる。ドライフラワー、あの工場のような家で、そんな悠長なことをやるか。女の影が見えるな」

「そう、アビドの専務、その愛人から攻めれば、なにか掴めるかもね」

「無理するなよ。正式な捜査やないのやからな」

「はい、気をつけます。藤原さんもね。夕紀さんに手が及ばないとも限らないわ」

「野田のことか」

「ええ」

「最近は、家に来ていないみたいや」

「用が済んだのかもしれないわ。だから、危ないとも考えられるの」

　美鶴は、もう一つブイヨンを口に入れた。バナナの味だった。

「ああ、これなら食べられるわ」

「そうか、バナナが好きか」

「はい。では、行きます。今夜、愛人と会うことになっているの」

　則之は、苦笑いを浮かべた。

「倉持が仕掛けたのやろう」
「あのね、こういうふうに」
　美鶴は倉持の手法を則之に説明した。
　愛人の名は、木内由美。年齢は、二十歳だった。倉持は、酎楽に行く度にマンションを観察していた。ある日、野田がダンボールの箱を持って彼女の部屋に上がった。次の日、倉持は由美のマンションの入り口に畳んだダンボールを見付けた。それは、電話機の箱だった。

　三日後、倉持は電波受信機を持って管理人を訪ねた。隣接するビルの盗聴調査中に、由美がいるマンションから電波が出ていると説明した。半ば脅しのように、

「これ、ほっておくと管理人の責任になりますよ。別に料金は、要りません。ついでに見付かったのですから、無料で調査しますけど」

　管理人は、疑いながらも倉持に従った。一階から二階、三階まで上がった。由美が居る階だ。倉持は、受信機の感度を上げた。

「こっちだ」

　倉持は、由美の部屋を指差した。

「間違いない。ここや」

　管理人は、由美に盗聴器があることを告げた。倉持は、小さな声で由美に言った。

「新しい電気製品とか、ありますか。例えば、テーブルタップやラジオ、他に電話とか」

「あっ、寝室の電話」

「しっ」

　倉持は、そう言うと由美に寝室で音楽をかけるように言った。由美は、言われたとおり寝室のラジカセでテープをかけた。倉持は、管理人と由美を管理人室に連れて行った。そして、受信機のイヤホンを由美に渡した。由美の表情が、険しくなっていく。由美は、イヤホンを外して言った。

「ゆるせない。あいつだわ」

「まあ、落ち着いて。まだ、他にもあるかもしれないので、探して見ましょう」

「でも、男の人が家に上がるのは、ちょっと」

「明日にでも、女性の調査員を連れて来ます」

則之は、その話を聞いて美鶴に言った。

「ほう、それで今夜、行くわけや」

「これで、堂々とガサ入れ出きるわ」

「何時ごろに行くんや」

「九時頃」

「ほな、頼むで」

　午後七時、由美は寝室のラジカセを受話器の傍で鳴らした。昨夜は、ホテルに一人で泊まった。盗聴機を付けたのは、専務の指示に違いない。薬の横流しが、ばれたのだろうか。それとも、別の男のことが知れたのだろうか。由美は、居間の床に座り缶ビールを開けた。

「ふう」

　溜め息と同時にドアが開いた。専務と野田だった。何も言わずソファに座り、白髪が目立つ髪をかきあげた。

「由美、ビールあるか」

　由美は台所に立ちチーズを切り始めた。野田は、黙って別室に入った。その部屋には、金庫のような棚とパソコンが置いて有った。棚は、カードキーになっていた。野田は、パソコンの電源を入れ立ち上がるのを待つ間、棚に自分のカードを取り出しスロットに通し机の上に置いた。棚には、錠剤のビンと透明な袋に入った粉薬などがあった。野田は、全ての錠剤と粉薬を取り出した。そして、パソコンに向かった。マウスを使いフォルダをクリックした野田は、在庫ファイルを開いた。

「うん、なんだ」

　ファイルの日付を見た野田は、そう言って由美を呼んだ。

「由美さん、誰か触ったか」

「いいえ、私そんなもの使えないもの。」

「更新日が、おかしい。データを触ったな」

「知らないってば。そう言えば、健ちゃんが触っていたわ」

　由美の後ろから専務が彼女の肩を掴んだ。そして、由美を居間に連れて行った。野田は、タバコに火を点けドアを閉めた。野田は、専務が彼女の浮気を追及する声を聞いていた。そんなことより、薬の横流しのほうに感心があった。ヘロインは、由美に罪をなすりつければ済む。しかし、開発コード「シバ」が発覚するほうが問題だった。五年前、夕紀の父である中山常務が、山から持ち帰った種から始まった。中山常務は、開発部が所有する農園に種を蒔いた。咲いたのは、ケシの亜種だった。それから採取された物質には、面白い効果があることが分かった。幻覚ではないが、記憶がデタラメに再生される効果があった。忘れていたことまで、思い出してしまう。上手く利用すれば、記憶力が増す。また、暗示にかかりやすくなることも判明した。これは、スポーツ選手に効果的だと思われた。だが、臨床試験で昨日の事と十年前の事が、入れ代わるといった現象が現れ、その副作用を押さえる薬品を開発しようとしたが、経費がかかり過ぎると重役会が一昨年開発を停止させた。

　しかし、野田はシバの種が焼却される前に、種と残りのシバ密かに持ち帰った。おりしもアビドと取引が始まりかけた頃だった。野田は、アビド担当になり専務と交流していき、シバのことを話した。

　ドアの向こうで、専務と由美の声が途絶えた。野田は、パソコンを終了させて居間に戻った。専務が胸から血を流して倒れていた。由美は、台所で血が付いた包丁を持って座り込んでいた。専務の脈は止まっていた。野田は、由美をソファに座らせて言った。

「落ち着け、やったものは仕方が無い」

「あたし、あ、あ」

「しっ、大きな声を出すな。正当防衛だと俺が証言してやる」

　野田は自分の動揺を隠し、震える由美にシバを飲ませた。

「大丈夫、これで落ち着く」

　野田は、薬が効くのを待って由美に言った。

「シバを腹いっぱい飲め。そうすれば、楽になる」

　由美は、ビールでシバの錠剤と粉を流し込んだ。意識が薄れていく、致死量に達したのを見て、野田は薬を持って外に出た。自宅に戻った野田は、ドアにキーを挿しこんだとき、カードを由美の部屋に忘れたことに気がついた。玄関に薬を置いた野田は、由美の部屋に引き返した。

　マンションの前に車を止めた野田は、受信機のスイッチを入れた。無音だった。何も聞こえない。野田は、妙に安心して由美の部屋に向かった。しかし、部屋ドアを開けると美鶴と倉持が立っていた。他にも制服の警官や、私服の刑事がいた。美鶴は、警察手帳を出して言った。

「あの、関係者の方ですか」

　野田は、戸惑いながら答えた。

「はい、由美さんとは知り合いです。ああ、あの、電話があって、人を殺してしまったと。それで、駆けつけたのです。ずいぶん、動揺していました」

　野田は、由美と専務の仲を美鶴に説明した。

「なるほど、無理心中ですか」

「まあ、このところ仲が悪かったですからね」

「そうそう、これが電話に付いていました。なんだと思います」

　美鶴が取り出したのは、受話器に仕込まれた送信機だった。

「さあ、なんでしょうね」

「盗聴器です。誰が付けたのか、心当たりありますか。」

「いいえ、ああ、専務かな。由美さんが浮気しているようなことを言っていましたから。」

「なるほど、そういうことですか。」

　美鶴は、そう言うと現場検証をしている男性の刑事に耳打ちをした。そして、野田に別室で待つように言った。言われたとおり野田は、パソコンがある部屋に移動した。椅子に座り警官たちの作業を見ながら、後手でカードを探った。キーボードに触れ、そこから手探りでカードを見付けた。それを素早く、尻のポケットにねじ込んだ。

　しばらく待っていると、美鶴が野田の傍に寄った。倉持が目立たないように、美鶴を見ていた。

「お待たせしました。今日は、これで帰って結構ですが、念のために連絡先を教えて下さい」

「そ、そうですか」

　野田は、美鶴に名刺を渡した。

「では、どうぞ」

　美鶴に言われたとおり、野田が帰ろうとしたのだが、美鶴が声を上げた。

「あ、これマッキントッシュってやつでしょう。ねえ、触っても良いかしら」

　美鶴は、マックの周囲を見渡した。

「あっ、勝手に触っちゃいけない」

　既に美鶴は、電源を入れていた。野田は、心配そうに美鶴を見ていた。

「これがマウスね」

　美鶴は、勝手にフォルダを開けていった。

「ふーん、なるほど。いつ使ったか、日付と時刻がわかるのね。あれ、今日の午後七時五分になっているわ」

「ああ、専務じゃないですか」

「そか、害者の愛人宅だものね」

　美鶴は、立ち上がって電源を切った。

「あっ」

「何か」

「いいえ、なにも」

　野田の後から刑事が声をかけた。

「さあ、もう良いですよ。お帰りください」

　野田は、車に乗りカードを財布の中に入れた。

「ふう」

　一息ついて走り去った。家に戻り密売の仲間に電話を入れた。

「まずい、ヘタをすると、ヘロインの密売までバレてしまう。直ぐに来い」

　その電話中に誰かが、玄関のチャイムを鳴らした。ドアの向こうには、美鶴と倉持が立っていた。

「何ですか、もう遅い明日にしてもらえませんか」

　美鶴は、笑みを作って言った。

「すみません、現場から無くなったものがあって、それで持ってないかなと思いまして」

「ええ、俺が、何を持って帰ったって言うんだ」

「はい、ＩＤカードです。あれが無いと困るんです。始末書を書かなくちゃいけなくて」

　野田は、頭を掻きながら言った。

「ＩＤカードって、何のことだ」

「はい、中山常務のカードです」

「バカなことを、俺が他人のカードを持っているわけないだろ」

「じゃ、あなたのカード見せて下さい。間違いなら、直ぐに帰ります」

　野田は、舌打ちをして財布を開いた。そして、ＩＤカードを美鶴の顔に近づけて言った。

「ほら、俺のだろ」

　美鶴の後から、倉持が野田の手首を掴み、

「ほう、よう見てみい。あんたのは、こっちや」

　倉持は、ポケットから野田のＩＤカードを取り出した。野田が持ち帰ったのは、夕紀から借りた父のカードだった。

「くそ、はめやがったな」

　野田のその一言を待っていたかのように、美鶴と倉持は玄関から両側に広がった。道路には、黒塗りの車が止まっていた。倉持は、ネクタイの結び目からマイクを引き出した。

「もう良いでしょう」

　倉持の言葉と同時に停車していた覆面パトカーが、警告灯を燈した。パトカーから降りた四人の刑事が、野田の家に乗り込み薬物を押収し、その場で野田を逮捕した。

　野田は、連行されながら美鶴を振り向いて言った。

「薬のことまで、なぜわかったんだ」

　美鶴は、ドライフラワーを見せて答えた。

「これ、由美の部屋。天井にピンの穴があったのよ」

　その後、野田は麻薬取締法違犯と自殺幇助で起訴された。更にバイオンは、野田を背任で告訴した。

「殺人では、立件出来なかったらしい」

　酎楽の座敷で倉持は、則之相手にそう言った。

「そうか、でもまあ上出来やろう」

「まあな、アビドの化学兵器輸出まで辿り付くのは、俺たちでは無理やもんな。表向きは、ただの農薬や」

「鉄砲、戦闘機だけが武器やない。貧者の核兵器か、毒ガスに細菌兵器。食品製造も薬品関係も、遺伝子の組替えに力を入れている。上手くいけば良いけど、目に見えない怪物を創造してしまう可能性もある。怪物を作り、それに対抗する鬼を作る。」

　倉持は、小芋に箸を突き刺して言った。

「盾と矛か、いつまで続くのやろうな」

　則之は、窓を開け星空を見上げた。冷酒を赤い星に翳し、一気に飲み干して言った。

「苦い酒や。星に手が届く時代、人類は宇宙にまで武器を持って行くのかな」

　小芋を二つに割った倉持は、半分を口に入れた。それをゆっくりと味わった。そして、合掌した。

「これも命、人は命を食って生きて行く。それだけでも、十分に殺生してるもんな。そやのに、殺し合いなんかしたら、人間に食われた命に申し訳ない」

　則之も手を合わせ残り半分の芋を箸で摘んで言った。

「事件は終わったけど問題が残っているなあ」

　倉持は、則之から芋を取り戻した。

「萌のことは、俺らではどうにもならんな」

「そやな。けっきょく萌は、売春婦やなくてシバの運び屋やったのか」

「美鶴さんの話では、シバだけならまだ助かったけど、ヘロインまで運んでいたらしい」

「藤原さん、美鶴さんから電話よ」

　女将の声だった。美鶴は、夕紀の様子が変だと言う。

「何、どうしたんや」

「あのね、さっき電話入れたら元気がないというか、はい、とか、ええ、とかなんか堅苦しいの。」

「わかった、直ぐに行く」

「はい、私も車で直行します」

　則之、美鶴、倉持は、夕紀の家の前に集まった。灯りは点いているが、カーテンが閉めてあり、全く音が聞こえない。ガレージには、車が有る。

「おかしいな」

　則之は、そう言うと公衆電話に向かった。夕紀は、なかなか電話に出なかった。

「くそ、留守かいな」

　諦めて切りかけたとき、夕紀の声がした。

「はい、中山です」

「あ、夕紀ちゃん。どうかしたか」

「はい、なんでしょう」

「何を言うてるのや。もしもし、誰かいるのか」

「はい、そうです」

「そうか、それは知り合いか」

「いいえ、それは違います」

「そいつ、どこにいる。居間か」

「はい、そうですね」

　家の中には、野田の仲間が一人、母を縛り上げナイフを突きつけていた。母を盾に逃走資金を夕紀に求めていた。その男は、シバを常用していた。ときおり、意味不明の言葉を発していたが、その反面妙に冷静だった。

「まずい状況か」

「はい」

「相手は、一人か」

「そうです」

「凶器を持っているか」

「ええ、まあ、そんなところです」

　突然、何かが砕ける音と共に電話が切れた。則之は、美鶴たちの所に戻った。

「美鶴さん、拳銃持ってるか」

　美鶴は、頭を横に振った。倉持は、ポケットを探った。飛び出し型の櫛が出て来た。

「これでは、あかんわな」

　則之は、頭を抱えて言った。

「ああ、ちょっとそれでは・・・」

　夕紀に向かって投げられたコーヒーカップが電話機に当り、それを避けた拍子に夕紀は受話器を落としていた。

「おい、いいかげんにしろ。さっさと銀行に行ってこい」

　夕紀は、怯えながらもはっきりと言った。

「何度言えば、わかるの。今、夜の九時なのよ。こんな時間、開いてないでしょ」

　男は、頭を軽く振って言った。

「ああ、そうか。そうだった。おい、テレビつけろ」

　

　則之は、隣家との境界にあるブロック塀に登り、ゆっくりと居間に近づいた。庭に面したガラス戸は、カーテンで中がよく見えなかったが、ナイフを持ち座っている人影が映っていた。則之は、塀の上から美鶴と倉持に電話をする真似をして見せた。

「応援を呼べということね」

「そうみたいやな。俺、電話してくるわ」

　倉持は、そう言うと公衆電話に走った。則之は、塀伝いに裏口まで行った。植木を足がかりにゆっくりと降りた彼は、裏口の木戸をそっと開けた。廊下を音が出ないように慎重に進んだ。そして、居間の隣にある和室に入った。その部屋の床の間には、夕顔の笛が有った。それを掴み、そっと抜いた。

「おい、酒ないか。あったら、出せ」

　男の声だった。夕紀は、廊下に出てこちらに向かって来た。

「夕紀ちゃん」

　夕紀は、則之の声に立ち止まった。

「お母さんが、縛られている」

「わかった」

　夕紀は、台所に向かって歩きだした。そして、五合瓶とコップを持って戻った。

「何んだこれだけか。酒と言えば肴だろうが」

　夕紀がもう一度ゆっくりと居間から出た時、

「馬鹿、さっさと行け」

そう言った男は、コップを投げた。コップが夕紀の足に当り、砕け散った。夕紀は、涙をこぼしながら台所に向かった。

「夕紀ちゃん、台所からあいつを呼び」

「うん」

　台所に着いた夕紀は、冷蔵庫を開けて言った。

「あの、何が良いのかしら。ねえ、ちょっと」

　男が廊下に出て、怒鳴った。

「なんだあ」

　夕紀は小さな声で何か言った。男には、はっきり聞こえないように。
「聞こえねえよ。なんだって」

　男が台所に向かって進んだ。和室の前に男が来た時、則之は男の腕を笛で打ち据えた。ナイフを落とした男に飛び掛った則之は、膝を男の腹に入れた。倒れた男の背中に乗り、夕紀に言った。

「夕紀ちゃん、外に倉持がいる。玄関を開けて」

　夕紀は、玄関に向かって走り出したが、腹ばいになったまま男が夕紀の足を掴んだ。しかし、夕紀は倒れそうになりながら男の顔面を蹴った。手を放した男は、則之の下で唸り声を上げた。玄関のカギを開けると、倉持と美鶴が居た。倉持は、則之と共に男を押さえ込んだ。

「藤原、こいつは俺が押さえてるし、女王のことへ」

　則之が立ち上がって玄関を見ると、夕紀が座っていた。美鶴は、縛られている母を助けていた。

「藤原さん、こっちは私がやるから」

　夕紀は、玄関に座り足を押さえていた。則之は、傍に座って言った。

「足、切ったな。痛いか」

「うん、痛い。」

「薬箱、取ってくる。何処にある」

　夕紀は、則之の首に腕を回し、頭を横に振った。則之は、彼女を抱き上げた。

「あっち」

　夕紀は、二階を指差した。則之は彼女を抱いたまま、階段をゆっくり登った。一階から警官の声が聞こえて来る。則之は、彼女をベッドに降ろした。階下の騒動が遠い国の出来事のように感じる。夕紀の足に触れる彼の手が暖かい。痛みが薄らいで行く。

　

　母は、ケガこそ無かったがショックで倒れた。救急車が母を運んだ先は、萌がいる病院だった。病院には、美鶴が付き添った。夕紀と則之は、遅れて病院に駆けつけたが、母は鎮静剤で眠っていた。夕紀は、朝まで付き添うことにした。美鶴は夕紀のために毛布を借りに行った。戻って来た美鶴は、小さな声で則之に言った。

「萌さんが目を覚ましているわ。まだ、うまく話せないけど」

「うん」

　則之は、毛布を夕紀の肩に掛けて病室を離れようとした。夕紀は彼の手を掴んだ。

「嫌、私の傍にいて」

「わかった。しばらく、ここにいる」

「違う、ずっと傍にいて。私だけを見て」

　彼は、夕紀の肩に手を回した。そして、美鶴に、

「美鶴さん、ごめん、今は・・・」

　美鶴の姿は既に無かった。夕紀は、毛布を広げ彼を包んだ。

「もう、放さへんし」

「うん、ずっと傍にいるから」

　則之は、そう言って夕紀を抱きしめた。

　それから、十年。二十世紀最後の夜、架け替え工事中の高野橋には、送り火史上初の大晦日点火を待つ人々が澄み切った星空の下に集まっていた。今年、八歳になる夕美は、則之の肩車に乗って北の空を見ていた。

「ねえ、お父さん、あれがカシオペアやね」

　則之は、夕美の細い指の先を見て、

「そうや、あれが夕顔とイカリの星や」

　傍にいる夕紀は、東山を見ていた。

「あ、火が点きはじめたわ。夕美、ほらこっち」

　夕美の青い瞳に赤い大の字が映った。

　　　　　　完
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